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新設された地域包括支援センターを視察
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文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、子
育

て
や
、学
校
、ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
、

介
護
や
障
害
者
の
施
策
、教
育
・
健

康
・
福
祉
な
ど
の
政
策
や
条
例
に

関
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

◆
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ

　

狭
山
市
で
は
、平
成
29
年
３
月

に「
第
４
次
総
合
計
画
」に
基
づ
い

て
、「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。基
本
方

針
で
は『
公
共
施
設
の
統
廃
合
等

を
計
画
的
に
実
施
し
、40
年
間
で

延
床
面
積
を
30
％
削
減
』と
あ
り
、

対
象
に
は
教
育
・
福
祉
施
設
も
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、公
共
施
設
の

維
持
管
理
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
保
ち
な
が
ら

の
保
全
と
再
編
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
、生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
や
健
康
づ
く
り
の
推

進
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
の
環
境
整
備
、高
齢
者
の

健
康
長
寿
、学
校
の
適
正
規
模
な

ど
、今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
専
門
的
な
視
点
で
審
査
し
、

教
育
・
福
祉
の
増
進
の
た
め
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

　

基
地
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、基
地
が
所
在

す
る
こ
と
で
発
生
す
る「
騒
音
」な
ど
の
生
活

環
境
へ
の
影
響
、ま
た
、安
全
面
で
の
配
慮
な

ど
、市
民
生
活
に
か
か
る
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
で
き
る
よ
う
、航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
や
北

関
東
防
衛
局
な
ど
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
今
年
度
の
活
動
予
定

○
次
期
電
波
測
定
装
置
搭
載
機（
Ｃ
２
）の
状

　

況
確
認

○
入
間
基
地
隣
接
留
保
地
の
利
用

○
入
学
式
・
卒
業
式
な
ど
の
公
式
行
事
に
伴
う

　

飛
行
時
間
の
配
慮
を
要
望

○
航
空
祭
の
開
催
に
伴
う
安
全
飛
行
の
徹
底
を
要
望
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総
務
経
済
委
員
会
で
は
、総
合

政
策
、総
務
、商
工
、観
光
、農
業
、

協
働
自
治
、市
民
文
化
、危
機
管
理

の
ほ
か
、他
の
常
任
委
員
会
が
担

当
し
な
い
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

◆
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ

　

今
年
度
、当
委
員
会
で
は
、①
危

機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

②
地
域
拠
点
づ
く
り
の
あ
り
方
に

つ
い
て 

③
産
業
振
興
に
つ
い
て 

④
公
共
施
設
の
管
理
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、の
４
点
を
主
な
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
動
き
と
し
て
、入
曽

地
区
で
は
、昨
年
の
台
風
９
号
に

よ
る
不
老
川

の
氾
濫
を
踏

ま
え
、入
曽

地
区
防
災
計

画
が
策
定
さ

れ
る
予
定
で

す
。今
後
、入

曽
地
区
地
域
交
流
施
設（
仮
称
）の

建
設
に
向
け
た
協
議
な
ど
が
進
ん

で
い
く
こ
と
か
ら
、将
来
を
見
据
え

た
地
域
拠
点
づ
く
り
の
あ
り
方
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、活
力
を
生
み
、市
の
魅
力

に
つ
な
げ
る
た
め
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
商
工
業
、農
業
だ
け

で
な
く
観
光
も
含
め
た
産
業
振
興
、

さ
ら
に
、昨
年
度
に
策
定
さ
れ
た
狭

山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
ベ
ー
ス
と
し
た「
公
共
施
設
再

編
計
画（
仮
称
）及
び
実
施
計
画
」

や
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
策
定
に
向

け
た
今
後
の
動
き
な
ど
を
受
け
、

上
記
の
活
動
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
た

調
査
・
確
認
を
行
い
、市
民
ニ
ー
ズ

を
取
り
入
れ
な
が
ら
市
政
に
反
映

で
き
る
委
員
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、市
議
会
の
運
営
、会

議
規
則
、委
員
会
に
関
す
る
条
例
、議
長
の
諮

問
に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
ま
す
。ま
た
、陳

情
の
扱
い
な
ど
も
審
議
し
ま
す
。

◆
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ

　
「
子
ど
も
・
議
会
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
実

施
、議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
、政
策
条
例
の
策
定

手
順
の
検
討
、災
害
対
応
指
針
の
補
強
・
充
実

の
検
討
、議
会
を
傍
聴
し
や
す
く
す
る
た
め
の

工
夫
、会
期
日
程
の
見
直
し
検
討
の
６
項
目
を

主
な
テ
ー
マ
に
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。ス
ム
ー
ズ

な
議
会
運
営
に
向
け
て
、市
民
目
線
で
分
か
り
や
す
い

議
会
や
議
会
全
体
の
活
性
化
に
資
す
る
案
件
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

活動テーマ
・危機管理の取り組み
・地域拠点づくりのあり方
・産業振興
・公共施設の管理のあり方

活動テーマ
・仕事と子育ての両立支援
・健康長寿の推進と支援
・学校の規模と配置の適正化
・必要なサービスを保ちな
 がらの保全と再編

（後列左から）太田委員、加賀谷委員、磯野委員、 
　　　　　　　中村委員、田村委員、猪股委員
　　　（前列）三浦委員長　　西塚副委員長

冠水した道路（昨年9月）

（後列左から）笹本委員、内藤委員、大沢委員、
　　　　　　　新良委員、齋藤委員
　　　（前列）金子委員長　　矢馳副委員長

（後列左から）金子委員、町田委員、綿貫委員、
　　　　　　大沢委員、中村委員、三浦委員
　　　（前列）新良委員長　内藤副委員長

（後列左から）笹本委員、千葉委員、中村委員、
　　　　　　矢馳委員、西塚委員、綿貫委員
　　　（前列）土方委員長　猪股副委員長

教
育
・
福
祉
の
増
進
の
た
め

市
民
目
線
を
忘
れ
ず
に
審
査

市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
、

将
来
を
見
据
え
た
地
域
拠
点
づ
く
り
の
あ
り
方
を

よ
り
わ
か
り
や
す
い

議
会
を
目
指
し
て

安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
の
た
め
に


